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“Acanthus portal” in Kanazawa University is a portal system which is utilized 
for all sorts of information services related to not only education but also 
research and administration in our university. The system has been developed 
and operated continuously for several years. In the present paper, we first 
introduce the design concept and structure of the system. Next we analyze the 
operational data in the last four years statistically. Finally we discuss the 
current problems and future works. 
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して，ハードウェアは CPU：Intel Xeon X5690
（3.47GHz），メモリ 16GB，OS は Red Hat 
Enterprise Linux Server 6 および CentOS6，
利用した開発言語は，PHP5，Java6，主に使用
したソフトウェアとして仮想化ソフトウェア
には VMware vSphere，DBには，Oracle Database 
11g Release 2，Web系として Apache2，Tomcat6
を利用した．主要サーバの多くは上述の仮想化
ソフトウェアを用いて構築した仮想化環境上






































すべて金沢大学 IDを用いて KU-SSOで SSOを行
った後に利用できる仕組みとなっている．金沢
大学 ID とは，ランダムで生成した先頭 3 桁が



























では，平均して 1日約 4,000 件/日のアクセス
が行われている． 

























































































学内 HP閲覧 学内 HPの閲覧 
会議資料閲覧 ペーパレス会議用資料閲覧 
























































る予定である．図 4 はユーザ基本情報 DB を中
心とした基本情報データの流れを示したもの
である．図中の実線矢印は DB へのデータ入力，
点線矢印は DB からのデータ出力を表す． 





































































































3.6 連携 SSO 対象システム（SP） 











































































表 4 主なサーバの冗長構成 
サーバ 台数 冗長化手段 
ポータル Web サ
ーバ 









2 台 ロードバランサ 
Session 共有 
LDAP サーバ 2 台 マルチマスタ 
ロードバランサ 
メールサーバ 2 台 ロードバランサ 
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平成 20 年 4 月から同大学大学教育開発・支援
センター特任助教として従事，平成 22 年 4月
に同大学総合メディア基盤センター特任助教
として従事． 
























20 年 4 月より金沢大学にて学内ポータルのシ
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